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ていないという者が生じることのないよう、被用者健保の保険者と国民健康保

険の保険者とが情報連携を行うことも想定される。 

なお、医療機関等がオンラインにより診療報酬請求に必要な情報を取得する

ことを可能とするためには、そもそも、保険者が保有する適用関係情報（被保

険者の資格取得・喪失、被扶養者の認定等の情報）の「紙台帳」管理からデー

タベース管理への移行が必須であるとともに、すべての保険者に対する事業主

からの適用関係手続について、「紙媒体」による届出からオンライン利用によ

る届出を可能とする制度的対応等の環境整備を行うなど「オンライン利用拡大

行動計画」（平成 20 年９月 12 日 ＩＴ戦略本部）の着実な実行によって、上

記のタイムラグの短縮も一定程度期待できるところである。 

 

保険者間の情報連携の仕組みの例

・ 本人識別情報
・ 介護保険被保険者番号
・ 医療保険被保険者番号
・ 基礎年金番号

・ 介護保険被保険者番号
・ 資格情報
・ 給付情報

・ 医療保険被保険者番号
・ 資格情報
・ 給付情報

B医療保険者

A介護保険者は

介護保険被保険者番号
を中継DBに送信

中継DBは介護保険被保険者番号を基に、
当該被保険者が
1. B医療保険者に属していることを確認し、
2. その医療保険の被保険者番号を抽出
3. 医療保険被保険者番号を暗号化し、電子
署名

③を転送することに

よりB医療保険者に

当該者の情報を照会

当該者に関する情報を
A介護保険者に回答

①

③

④

⑥

中継DB

②

1. B医療保険者に属していること
2. 暗号化した医療保険の被保険者番号
を送信

医療保険被保険者番号
港いろは１２３４

☆２●Q▲ｍ９

暗号化

A介護保険者

暗号化された医療保険被
保険者番号を復号、署名
検証できることにより

1. 中継DBからの正当な
問い合わせであること

を確認し、医療保険被保険者
番号を基に、
2. 当該被保険者の資格

情報・給付情報

を抽出

☆２●Q▲ｍ９

医療保険被保険者番号
港いろは１２３４

復号

☆２●Q▲ｍ９

医療保険被保険者番号
港いろは１２３４

復号

⑤

・不正な情報連携を抑止する
ため、アクセス履歴を残し、
本人が自分で確認できるも
のとする。

 

※ 上図のように保険者間で直接情報のやりとりを行うのではなく、中継ＤＢを

介してこれを行うことも可能であると考えられる。 

 

図５：保険者間の情報連携の仕組みの例 

 

 

 

 




